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近年の情報処理技術の発達に伴い，情報処理の分野ではあまり取り扱われることの無かった人間の感性を

コンピュータで処理する研究が盛んになってきている．擬人化エージェントや感性ロボットが人のように振

舞うためには，人間の感性を認識し，自らの感情を表出することが必要である．感情を認識し，表出する感

性ロボットには，����� ���などがある．我々は，感性ロボットに応用するための感情認識技術について研究

している �	�．しかし，感情認識の研究は始まったばかりであり，感情認識のために利用できる言語コーパ

スが少ない．また、そのようなコーパスは人手により作成する必要があるが，感情情報の付与手法やデータ

のフォーマットなどが統一されておらず，コーパスの構築を行い研究を進めるための環境としては不十分だ

と考えられる．我々は，感性情報処理の研究のための言語コーパスの作成を支援するシステムの開発を行っ

ている．本稿では感情コーパス作成支援システムの開発概要について述べる．

キーワード：感情コーパス構築，感情認識，自然言語処理
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� はじめに

近年の感性情報処理研究の進展に伴い，感情認識のための情報資源の必要性が高まっている。一方

で，感情認識技術に関する一定の評価基準はまだ無く，利用可能なコーパスも限られている。ゆえに，

研究者は感情認識技術の研究開発の基盤となる感情コーパスを構築する必要がある．感情コーパスと

しては情緒注釈のタグをコーパスに付与する研究 �*�がある．また，タグ付きコーパスを管理するツー

ルとしては，リレーショナルデータベースに文章の形態素解析結果を格納して管理するツール「茶器」

�+�がある．品詞タグ付けのツールとしては形態素解析器「茶筅」 �,�などが利用できるが，感情情報の

付与に関してはテキストからの感情抽出に関する研究の歴史がまだ浅く，言語資源などの環境が整っ

ていないためタグ付けツールのようなものが存在しない．我々の研究グループでは，感情認識のための

多言語対応対訳感情コーパスの構築について研究しており，その第一歩として日英対訳感情コーパス

の分析 �-�を行っている．この分析において文の形態素解析結果に対して，形態素または単語，イディ

オムへの感情の種類を付与するという基本的な感情タグ付けが行われている．このような感情コーパ

スを効率的に作成するには，感情情報タグ付けの見本となる例を準備すべきである．また，基本的な

感情語などに対して自動で感情情報を付与することで作業者の負担を軽減させる必要がある．そこで

感情情報自動付与のための基準となる感情語辞書の構築も行っている．しかし，文脈に依存する語彙

の意味定義を辞書のみで特定することは困難であるので，自動付与結果に対して人手による修正を施

す必要がある．そこで我々は感情コーパスの作成手順に一定の基準を設け，基本的な感情コーパスの

作成手法を提案する．また，提案手法に基づく一連の作業を複数作業者によって行える感情コーパス

作成支援システムを開発する．

� 感情コーパス

本研究では，話者または書き手の感情を含む会話文や日記文のような文のコーパスに対して，感情

情報を付与したコーパスのことを感情コーパスと定義する．文に対して文全体から読み取れる感情の

種類を付与し，単語やイディオムに対しては，それらが文中で示している感情の種類を付与する．さ

らに，感情を示す単語やイディオムを修飾する語に対しては修飾タイプを付与する．

��� 感情コーパスの基本仕様

ここでは，本研究で構築する感情コーパスの基本的な仕様について述べる．感情コーパスは，文ご

とに形態素解析した結果を格納する「形態素解析結果テーブル」と，形態素解析する基の文を格納す

る「文テーブル」に分類することができる．形態素解析結果と元になる文は，形態素解析結果テーブ

ルの文 �./0������� �.1とリンクしている．（図 �）

次に，本システムにおいて使用している感情情報の種類について説明する．まず，形態素に対して付

与するタグの種類は，表 �に示す通りである．これらの感情の種類は感情コーパスの種類によって変更

可能になっている．また，連続する複数の形態素がひとまとまりになって意味を持つような「イディオ

ム」であることを示すために「イディオムラベル」を設定する．イディオムラベルは，イディオムの先

頭であることを示す「2�������」，また，イディオムの終端であることを示す「���」，2��������と

���の間にある要素であることを示す「����
」，�つの形態素で構成されるイディオムを示す「0�����」

の +種類を定義することができる．�3�
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文ID 文IDID 形態素ID

リレーション

　0    　0   　 0　　　 ・・・

  1        0           1       ・・・

・・・ 文 感情 ・・・

　0    ・・・ 　 ・・・      ・・・

・ ・ ・ ・ ・ ・

文テーブル

感情

形態素解析結果テーブル

図 �) 形態素解析結果テーブルと文テーブルのリンク

表 �) 基本タグの種類 /一部1
感情の種類 感情タグ
喜び ���
怒り �����
悲しみ 	�
��		
恥 	����

修飾タイプ 修飾タグ
程度変化なし ��

��
程度強め ��
	
��
程度弱め ���
	
��
否定 ���
��

��� 基本感情辞書

感情情報自動付与の際，感情語と感情イディオムの基本辞書を参照する．基本感情語辞書は「日本

語語彙大系」�4�などのシソーラスや辞書から感情に関する語 *555～,555語程度を抽出し，感情の種

類ごとに分類して構成する．感情イディオムの基本辞書は，「感情表現辞典」�6�などから，感情を表現

するイディオムで頻出の 	555種類程度を感情の種類ごとに分類して構成する．

� システムの特徴

ここでは，感情コーパス構築の上で問題となる点を挙げ，本システムではそれらをどのように解決

するかについて述べる．まず，タグ修正・付与の作業は，コーパスの量が増えるとコーパス作成作業

者への負担が大きくなり，コーパス品質の低下を招くという問題が挙げられる．また，感情タグの付

与は個人差が出やすく，どのタグを付与すべきか迷ってしまうという問題がある．そこで，本システ

ムではこれらの問題を次のような機能を実装することで解決する．

� 感情タグの自動付与

� 78�を用いた簡単操作

� 複数作業者によるコーパスの共同作成

以下，開発中の感情コーパス作成支援システムが持つ特徴について説明する．

��� 感情情報自動付与

本システムでは，感情コーパスへのタグ付け作業の前処理として，基本感情辞書を参照してタグの

自動付与を行う．作業者は，自動タグ付与結果が誤っている箇所を修正する．これにより，一からタ

*
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グ付けする必要が無くなり，作業の負担が軽減される．

��� ���を用いた操作

本システムのインターフェースには78�を採用し，簡単な操作性を目指している．/図 	1

図 	) システムの78�

��� 複数作業者による共同作業

本システムでは，コーパスデータベースをネットワーク上のサーバに置くことで，複数作業者が感

情タグの付与を共同で行える．共同で作業を行う利点として，作業者が他の作業者の付与した結果を

参考にして作業を進めることができるという点がある．システムでは「感情タグ付与履歴提示機能」

として実装される．これは，どのような語にどのような感情タグの付与を行ったかという履歴を保存

することで，タグ付け頻度のデータなどを算出して作業者に提示する機能である．したがって，作業

者または他の作業者が作業時にこのデータを閲覧し，タグ付けの参考にすることが可能である．

� システムの基本構成

本システムは，「データ格納モジュール」，「タグ自動付与モジュール」，「感情コーパス分析モジュー

ル」，「タグ修正・付与モジュール」の +つの処理モジュールから構成される．システム構成図を図 *

に示す．

+
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タグ自動付与モジュール タグ修正・付与モジュール 感情コーパス分析モジュール

検索・更新更新参照

基本感情辞書DB

作成者

感情
コーパスDB

タグ付与履歴DB

参照

データ格納モジュール

タグ修正・付与操作

コーパス参照

タグ付与履歴参照

格納

図 *) システム構成

以下，システムの基本構成について説明する．

�� データ格納モジュール

文と文の形態素解析結果をそれぞれ文テーブルと形態素解析結果テーブルに格納する処理を行

う．

	� タグ自動付与モジュール

基本感情辞書を用いて感情情報タグを形態素解析結果テーブルに自動付与する処理を行う．

*� 感情コーパス分析モジュール

感情タグの付与されたコーパスに対して統計的な分析の処理を行う．具体的には，ある単語（ま

たはイディオム）に対してどのようなタグが何回付与されたかなどのデータを算出する．感情タ

グが付与された語・イディオムは，表 	に示すような頻度テーブルに蓄積されていく．

表 	) 頻度テーブルの例

感情語・イディオム 9�� ����
 ������� ����� 
��
��

嘲笑 5 � 	 , 5

後ろ髪を引かれる 5 5 * 5 �5

+� タグ修正・付与モジュール

コーパス作成者がタグ付与履歴を参照しながら，システムによって自動付与された感情情報の

修正，また，新たな感情情報の付与を行う操作などを受け付ける．

,
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��� 感情コーパス作成の流れ

提案システムを用いて感情コーパスを作成する流れについて述べる．まず，感情コーパスの元にな

る文のテキストデータを準備する．このデータを形態素解析し，出力結果をさらにコーパス格納用の

形式に変換する．この変換結果をリレーショナルデータベースシステム上の形態素解析結果テーブル

に格納し，タグ自動付与モジュールにより前処理としてタグの自動付与が行われる．次に，作業者が

自動タグ付与された結果を 78�上で参照しながら修正を施していく．修正・付与を施した部分はタグ

付与履歴として履歴テーブルに格納される．この履歴は作業時に参照することができる．

� まとめ

本稿では，感情情報タグ付きコーパスの作成を支援する感情コーパス作成支援システムの開発概要

について述べた．今後の課題を以下に示す．

� 複数感情の付与への対応

� 多言語対訳コーパスへの対応

また，本システムにより構築したコーパスの評価を行い，感情推定システムに応用したいと考えて

いる．
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